
                                                     

○日 時 平成 29年 4月 12日（水） 13時 30分～ 

○会 場 島根県立大学 本部棟 2階 特別応接室 

○会見者 清原正義 理事長・学長 

○会見項目  

【３キャンパス共通】 

・平成 29年度 計画重点項目について ………………………………………… 〔資料 1〕 

・平成 29年度 当初予算について ……………………………………………… 〔資料 2〕 

 

【浜田キャンパス】 

・島根県立大学浜田キャンパス将来構想検討結果報告書について…………… 〔資料 3〕 

 

 

○資料提供 

項目 

 

【浜田キャンパス】 

・平成 29年度 公開講座の開催について（浜田キャンパス）………………… 〔資料 4〕 

・NEARセンター市民研究員の募集及び 

 NEARセンター交流懇談会の集いの開催について ……………………………〔資料 5〕 

 

【出雲キャンパス】 

・平成 29年度 公開講座の開催について（出雲キャンパス）………………… 〔資料 6〕 

・新入生歓迎バスツアーの開催について ……………………………………… 〔資料 7〕 

 

【松江キャンパス】 

・『ABC’s of SHIMANE 』の発刊について  ………………………………… 〔資料 8〕 

 

 

○行事予定 

 

 
 

【浜田キャンパス】 

・地連Café ………………………………………………………………… 5月 10日(水) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※会見及び資料提供に関する問い合わせは、資料に記載されている担当者あてにお願いします。 

 なお、行事予定の問い合わせは、以下のとおり、お願いします。 

 

   浜田キャンパス 企画調整室 TEL  0855-24-2201 

   出雲キャンパス 管理課   TEL 0853-20-0200 

   松江キャンパス 管理課   TEL 0852-26-5525 

 

※次回の定例記者会見は 平成 29年 5月 12日（金）13:30から開催予定です。 

定例記者会見資料 
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平成２９年度計画重点項目 

 

◆社会情勢の変化や地域ニーズに対応した大学改革 

高等教育機関を取り巻く社会情勢の変化や、地域及び時代のニーズに的確に応えるため、各キ

ャンパスにおいて大学改革を着実に推進する。松江・出雲キャンパスの新学部設置等の推進や、

浜田キャンパス将来構想の実現に向けた取り組みを実施する。 

○ 松江･出雲キャンパスの新学部設置等について、認可や指定の手続き、必要となる施設整備など適切に対応する。

(No.1-1) 

○ 浜田キャンパス将来構想の実現に向け、島根県との協議、調整を行う。(No.1-2) 

○ 第 3期中期目標(期間：平成 31年度～平成 36年度）について、島根県の策定作業に参加、協力する。(No.1-3) 
 

◆地域と協働した社会貢献の推進 

島根県立大学憲章に謳う「地域のニーズに応え、地域と協働し、地域に信頼される大学」を実

現するため、文部科学省の「地（知）の拠点整備事業（大学 COC（Center of community)事業）」

や「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」を基軸として、地域と協働しながら社

会貢献活動を推進していく。 

○ 「地域と大学の共育・共創・共生に向けた縁結びプラットフォーム」事業を推進する。「しまね地域マイスター

制度」を着実に実施するべく、浜田・出雲キャンパスで調整し必要に応じて改善を進める。また、松江キャンパ

スでは、『履修証明プログラム』の２年コースの終了年度として、「社会人の学び」への貢献度を評価し、今後の

方向性を取りまとめる。(No.46,54) 

○ 県内就職率向上に向け、島根大学、ジョブカフェしまね等と連携し、学生が県内企業を知る機会となるイベント

開催に協力するとともに県内企業とのマッチングを促進する。浜田キャンパスでは、引き続きインターンシップ

教育を重視し、学生参加の増加を図るとともに、事前教育の充実や受入機関からの講師招聘等により学びを深め

る取り組みを実施する。（No .9,10,36,54）          

 

◆学生確保、教育内容及び学生支援の充実強化 

 大学間競争がますます激化していくことを踏まえ、将来を見据えた学生募集活動に注力すると

ともに、本学の特色を打ち出していけるよう、教育内容やキャリア支援の更なる充実を図る。ま

た、高大接続システム改革による新たな大学入学者選抜への対応について、着実に準備を進める。 

○ 各キャンパスにおいて、志願動向及び入学者の学力について分析を行う。また、県内高等学校の進路指導部教員

を対象とした進路指導懇談会や高校訪問等を通じて意見交換を行い、県内高校生の志願動向に関する情報収集を

行う。（No .2-1,3-1） 

○ 各キャンパスにおいて、授業公開や学外の意見聴取など、授業改善に向けた取り組みを行う。 (No.27) 

○ 文部科学省より示される指針に基づき、国立大学協会・公立大学協会における議論の動向を注視しながら入学者

選抜の見直し検討を始める。また、高大接続及び大学入学希望者学力評価テスト（仮称）の利用方法、大学入試

制度改革等についての情報収集及び分析を行う。（No .2-3） 

○ キャリア支援プログラムについて、各キャンパスで検証を行い必要に応じ改善を加えて実施する。浜田キャンパ

スにおいては、公務員対策として「公僕学舎」の取り組みを継続実施する。（No .35）                                                                                                           
 

◆国際交流、海外留学等の促進 

島根県立大学憲章に謳う「北東アジアをはじめとする国際社会の発展に寄与する大学づくり」

を実現するため、グローバル（グローカル）人材の育成に引き続き取り組む。 

○ 北東アジア地域研究センターでは、大学共同利用機関法人 人間文化研究機構及び他の研究拠点機関と連携して

「北東アジア地域研究推進事業」を着実に実施する。(No.50) 

○ 「異文化理解研修」、「異文化研修」、「海外語学研修」等の多様な海外短期研修プログラムを周知し、全キャンパ

スの学生がより多く参加するよう努める。(No.60,61,65） 

平成 29年 4月 12日 

島根県立大学 

担当：企画調整室 福間 

電話：0855-24-2201 

 

【資料 1】 



 

Ⅰ　予算編成の考え方

　公立大学法人島根県立大学は、平成19年度に３大学の統合により設立し、「島根県立大学憲章」に掲げる

理念に従い教育研究の活性化及び地域貢献、国際交流等の推進に全学を挙げて取り組んできました。

　平成29年度は、第２期中期計画期間（平成25年度～平成30年度）の５年目であり、現計画の成果が問われ

ること、また、合わせて次期中期計画に向けた準備に取りかかることを踏まえた法人運営を進めていく必要

があります。

　一方で、法人運営の効率化を促す趣旨から平成29年度以後も引き続き運営費交付金の減額が継続される見

込みであり、自律的な運営のための経費削減努力、効果的な事業執行、事務事業の見直し、自己財源の確保

等がより一層求められます。

　このため、平成29年度計画の重点分野を中心とし、必要な事業に対し重点的に予算措置することを基本

方針として編成を行いました。

　

Ⅱ　当初予算の概要

１．事業費総額
　事業費総額は、36億49百万円で、特殊要因経費補助金（大規模修繕事業分）の皆減、人件費（退職手当

分）の減、経費節減を見込んだシーリングによる減の一方で、松江キャンパス四年制化事業の進捗に伴う

事業費（準備経費及び備品購入費等）の大幅な増等により前年度予算（33億５百万円）に比べ、10.4％増

（３億45百万円増）となっています。

（単位：千円、％）

　　【参考　当初予算規模の推移】 （単位：百万円）

平成29年度公立大学法人島根県立大学当初予算の概要

区　　分 平成29年度当初 平成28年度当初 増　減 増減率

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

予算規模 3,649,487 3,304,580 344,907 10.4 

H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度

3,075 3,206 3,139 3,305 3,6492,860 2,907 2,911 3,077 3,885 3,342

平成29年4月12日
公立大学法人島根県立大学
担当：財務課 浅井
電話：0855-24-2218

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 

(単位：百万円) 

【資料2】 
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２．収入予算

学生納付金

県補助金(四大化除)

外部補助金等

寄附金

その他収入

県補助金(四大化)

積立金取崩収入

○運営費交付金と学生納付金の合計で収入全体の77.3％を占めています。

○運営費交付金（退職手当除き）は、県からの効率化の実施（▲1.0％）、人事委員会勧告を受けた給与

　改定等により、総額で６百万円増（+0.3％）となっています。  

○県補助金は、松江キャンパス四年制化に係る事業費を計上（大規模修繕事業に対する補助については

　皆減）しています。

○外部補助金等は、文部科学省教育関係補助金等を計上し、大学間連携共同教育事業の国庫補助終了に

　よる減、地(知)の拠点整備事業等の交付見込額の減により17百万円減（▲23.5％）となっています。

○寄附金は、島根県立大学未来ゆめ基金事業及び旧北東アジア学術交流財団寄附金事業、出雲キャンパス

　支援ネットワーク寄附事業、杉谷藤子名誉教授大学院教育奨学寄付金事業に充てるための収入を計上し、

　２百万円増（+3.9％）となっています。

○積立金取崩収入は、前中期目標期間繰越積立金を財源として実施する事業に充てるための収入として計

　上し、10百万円減（▲12.1％）となっています。

※目的積立金充当事業・・・教育向上、学生支援、研究支援、学生確保、業務改善、環境整備等に資する事業

（単位：千円、％）

区　分
平成29年度当初 平成28年度当初

増　減 増減率
予算額 構成比 予算額 構成比

0.3 

1,067,695 29.3 1,070,044 32.4 ▲2,349 ▲0.2 

運営費交付金(退手除) 1,753,505 48.0 1,747,776 52.9 5,729 

55,909 1.5 73,079 2.2 ▲17,170 ▲23.5 

－ － 60,000 1.8 ▲60,000 皆減

78,149 2.1 75,281 2.3 2,868 3.8 

49,622 1.4 47,750 1.4 1,872 3.9 

▲2.2 

運営費交付金(退手) 30,952 0.8 74,048 2.2 ▲43,096 ▲58.2 

計 3,004,880 82.3 3,073,930 93.0 ▲69,050 

71,923 2.0 81,859 2.5 ▲9,936 ▲12.1 

541,732 14.8 74,743 2.3 466,989 624.8 

10.4 合　計 3,649,487 100.0 3,304,580 100.0 344,907 

運営費交付金（退手除） 

運営費交付金（退手） 

学生納付金 

県補助金（四大化除） 

県補助金（四大化） 

外部補助金等 

寄附金 その他収入 
積立金取崩収入 
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３．支出予算

教育経費

研究経費

一般管理費

県補助事業費(四大化除)

受託事業等

予備経費

県補助事業(四大化)

○教育・研究に係る経費は、経費節減を見込んだシーリングによる減等により、７百万円の減を見込ん

　でいます。

○人件費（退職手当を除く。）は、人事委員会勧告を受けた給与改定による増、昇給及び昇格に伴う増

　のほか、専任教員の欠員見込に伴う減等により、９百万円の減を見込んでいます。

○一般管理費は、経費節減を見込んだシーリングによる減の一方で、修繕費等の増により12百万円の増

　を見込んでいます。

○県補助事業費は、松江キャンパス四年制化事業費（準備経費及び備品購入費等）を計上しています。

○受託事業等は、旧北東アジア地域学術交流財団寄附金事業費40百万円を計上するほか、人間文化研究

　機構ネットワーク型基幹研究プロジェクト事業の増、文部科学省補助事業（地(知)の拠点整備事業等）

　の補助金交付額減等により、15百万円の減を見込んでいます。

○予備経費は、年度途中の緊急的な支出に備えるため、15百万円を計上しています。

○特定財源による支出を除いた総額は29億13百万円で、前年度に比べ12百万円増（+0.4％）となって

　います。

（単位：千円、％）

区　分
平成29年度当初 平成28年度当初

増　減 増減率
予算額 構成比 予算額

0.5 

136,696 3.7 138,211 4.2 ▲1,515 ▲1.1 

構成比

247,272 6.8 246,049 7.4 1,223 

▲4.3 

人件費(退手除) 1,975,838 54.1 1,984,910 60.1 ▲9,072 ▲0.5 

教育研究支援経費 153,468 4.2 160,359 4.9 ▲6,891 

－ － 60,000 1.8 ▲60,000 皆減

451,648 12.4 439,974 13.3 11,674 2.7 

15,472 0.4 14,455 0.4 1,017 7.0 

96,409 2.6 111,831 3.4 ▲15,422 ▲13.8 

▲2.5 

人件費(退手) 30,952 0.8 74,048 2.2 ▲43,096 ▲58.2 

計 3,076,803 84.3 3,155,789 95.5 ▲78,986 

10.4 

特定財源支出除き 2,913,371 2,901,649 11,722 0.4 

合　計 3,649,487 100.0 3,304,580 100.0 344,907 

※特定財源：運営費交付金(退手)、県補助金、外部補助金、受託研究等収入、旧ＮＥＡＲ寄附金、積立金取崩収入

541,732 14.8 74,743 2.3 466,989 624.8 

教育経費 

研究経費 

教育研究支援経費 

人件費（退手除） 

人件費(退手) 

一般管理費 

県補助事業費（四大化除） 

県補助事業費（四大化） 
受託事業等 予備経費 
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４．事業概要

１．社会情勢の変化や地域ニーズに対応した大学改革

（1）松江キャンパス四年制化事業(法人本部)〈継続〉 千円

・松江キャンパス四年制大学化に向けた、施設整備・備品購入・移転作業、学生募集広報の実施、

　入学者選抜試験を行う。

①施設等整備費(備品購入、追加設備工事、移転経費　等)　…（473,047千円）

②四大化準備経費(広報活動経費、入学試験実施経費　等)　…（ 68,685千円）

（2）認定看護師教育課程実施事業(出雲Ｃ)〈継続〉 千円

・出雲キャンパスの緩和ケア認定看護師教育課程の運営を行う。

　（島根県からの受託事業）

  ２．地域と協働した社会貢献の推進

千円

・平成25年度に文部科学省により国庫補助事業として採択された「地（知）の拠点整備事業」

　について、事業期間の最終年度として、計画に基づき、地域のニーズ（課題）と大学のシーズ（資源）

　（資源）のマッチング（＝縁結び）、「しまね地域マイスター制度」の着実な実施、松江キャンパス

　の「履修証明プログラム」を継続実施するほか、最終年度として事業成果のとりまとめを行う。

（2）学生地域ボランティア活動推進事業(全Ｃ)〈継続〉 千円

・学生が地域ボランティア活動等に安心して参加することができるよう、活動中の不測の事態に備える

　ための保険料を大学が負担するとともに、窓口機能の強化、学生との意見交換会の開催等を行い、

　学生ボランティア活動の推進を図る。

  ３．学生確保、教育内容及び学生支援の充実強化

（1）授業料奨学制度(全Ｃ)〈継続〉 千円

・意欲ある学生への学修支援を行うために、経済的支援としての学修支援奨学金、入学時奨学金、

　成績優秀者奨学金等を学生に給付する。

（2）しまね地域マイスター制度に係るゼミナール活動等の支援(浜田Ｃ)〈継続〉 千円

・「しまね地域マイスター」の資格を取得するために履修・修得しなければならない「地域共生

　演習」において、フィールドワークを行う学生の負担軽減と円滑な活動の実施を図る。

（3）公務員試験対策講座実施支援事業(浜田Ｃ)〈継続〉 千円

・試験対策専門講座の実施により、公務員試験合格をめざす学生の支援を行う。

※短期集中講座開講、チューター等謝金、WEB講座等受講料助成

４．国際交流、海外留学等の促進

千円

・島根県立大学未来ゆめ基金を原資として、学生が自ら企画する海外での活動に対して助成し、

　学生の海外渡航を支援するとともに、自ら考え行動できる体験機会の提供を行う。

千円

・本学の特色である「国際的な視野を持った人材養成」実現のため、奨学金制度を継続・拡充し、

　学生の海外留学、海外研修等に対する支援の強化を図る。

　① 海外留学奨学金（浜田Ｃ）…5,230千円

・学長の許可を受けて協定留学(ダブルディグリー、交換留学、派遣留学)する学生に奨学金を支給する。※H28実績：16名

　② 海外研修奨学金等（全Ｃ）…7,838千円

・異文化理解研修、海外企業研修等に参加する学生に奨学金を支給する。 ※H28実績：157名

　

※重点分野に対応する主な事業を掲載

18,774

（1）地(知)の拠点整備事業(全Ｃ)〈継続〉 21,802

（2）海外留学・海外研修等に係る奨学金(全Ｃ)〈継続〉 12,458

1,178

102,753

750

2,312

（1）海外留学等支援事業(島根県立大学未来ゆめ基金事業：全Ｃ)〈新規〉 1,500

重点分野

541,732
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（1）松江キャンパス四年制化に伴う広報(法人本部)〈新規〉 千円

・松江キャンパス四大化に伴い、新学部説明会の開催や特設ホームページの充実を図り、

　入学志願者確保を図る。

（2）大学ホームページのスマートフォン対応化(法人本部)〈新規〉 千円

・大学ホームページをスマートフォンで閲覧可能となるよう改修し、利用者の利便性向上を図る。

（3）受験生を対象にした広報の充実(法人本部)〈継続〉 千円

・オープンキャンパスの参加者及び本学の受験者の増加に資する広報活動を実施する。

※新聞広告（２回）、テレビCM放映（島根県内ほか中四国地域）

（4）法人広報誌作成(法人本部)〈継続〉 千円

・法人広報誌「オロリン」を定期的に発行し、地域へ大学情報をきめ細やかに発信する。

　 ※発行予定（１回）　※印刷部数（43,000部）　※配布先（県、市町村、高等学校、保護者等）

（5）広報スキルアップ研修の開催(法人本部)〈継続〉 千円

・教職員の広報マインドの醸成等を目的としたスキルアップ研修を実施する。
　

3,014

428

重点広報事業

1,591

1,512

3,365
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                           平成 29年 4月 12日 
                                  島根県立大学浜田キャンパス 

                                担当：福間（企画調整室） 
                           電話：0855-24-2201 

 

島根県立大学浜田キャンパス将来構想検討結果報告書について 

 

１．検討の経緯 
 ・大学及び県に地域政策学部地域政策学科の増設要望（2014 年 8 月 島根県立大学支援協議会） 
  ・要望について知事から大学に検討するよう要請 
 ・浜田キャンパスにおいて、大学の魅力向上策等の検討を行い、その検討結果を学長に答申（2016 年 6

月） 
 ・島根県立大学法人改革検討委員会において、上記答申内容等も踏まえながら、「島根県立大学浜田キ 
  ャンパス将来構想検討結果報告書」を取りまとめ（2017 年 3 月） 
 ・大学から知事へ検討結果報告書を提出 

  

２．報告書の概要   
（１）現状と課題の整理 
 ①学部教育の現状と課題－グローカル人材の育成－ 
 【現状】文科省補助事業を活用した地域体験型学習、「しまね地域マイスター」認定等を実施 
 【課題】補助事業終了を見据えた体制整備と、より実践的かつ特徴的な地域志向教育が必要 
 ②研究活動の現状と課題 
 【現状】地域研究の推進機関がないため、北東アジア研究と比較し体制・実績で劣る 
 【課題】地域志向教育に説得力を持たせるため、地域研究の充実強化が不可欠 

 

（２）将来構想を定める上での検討軸（条件） 
  学外意見の聴取、先進事例の調査、受験動向の分析、学生アンケート、パブリックコメントの状況な 
 ども参考に、次の検討軸を設定 
 ①人材の地元定着 
  地域課題の解決能力を有する実践的な人材を県内企業・自治体等へ輩出 
 ②グローカル人材の育成 
  国際的な視野を持ち、地域で活躍できるグローカル人材の育成 
 ③差別化 
  競合大学、特に島根大学との差別化 
 ④組織体制の強化 
  地域志向教育や地域研究をサポートする組織体制の整備 
 ⑤見える化 
  教育内容や研究成果が地域で実感を持って認識されるよう積極的な情報発信を展開 
 ⑥持続性 
  18歳人口の減少等の動向を考慮しながら、中長期的に安定的かつ持続的な大学運営 

 

（３）まとめ 
 ①安定的かつ持続的な大学運営等の観点から、学部・学科の組織形態、学生定員数は現状を維持する。 
 ②「地域」と「国際」のそれぞれで、より実践的で特色あるカリキュラムとなるよう改革を行う。 
  ③専任スタッフを配置した「しまね地域共創研究センター（仮称）」を整備し、地域志向型教育の充実 
  と地域研究の強化推進を図る。 
 ④「地域」と「国際」を教育研究の二本柱とし、国内地域をフィールドとした「しまね地域共創研究 
  センター（仮称）」と、北東アジア・国際をフィールドとした「北東アジア地域研究センター」とが 
  連携して学部教育及び大学院教育を通じたグローカル人材の育成を行う。 

【資料 3】 



















































































































































 

平成29年度 公開講座の開催について（浜田キャンパス） 

 

 

島根県立大学では、教育・研究における成果を広く地域社会に還元することをとおし

て、「地域のニーズに応え、地域と協働し、地域に信頼される大学」を実現するため、

今年度も公開講座を開催いたします。 

 

 

１． 期間 

平成29年5月10日～平成29年12月13日（詳細は別紙一覧表を参照） 

 

２． 内容 

全25講座（詳細は別紙一覧表を参照） 

 

３． 会場 

島根県立大学浜田キャンパス 講義・研究棟、および講堂 

（詳細は別紙一覧表を参照） 

 

４． 主催 

島根県立大学浜田キャンパス 

 

５． 後援 

島根県、島根県教育委員会、浜田市（申請中）、浜田市教育委員会 

 

６． 受講料・申込方法 

・受講料は無料です。 

・電子メール、電話、ファクシミリ、はがきにてお申し込みください。 

 

平成29年4月12日 

島根県立大学浜田キャンパス 

担当：地域連携課 慈地 

電話：0855-24-2396 

あて先 〒697-0016 浜田市野原町 2433-2 島根県立大学 地域連携課 

TEL：0855-24-2396 FAX：0855-23-7352 

E-mail：tiiki@admin.u-shimane.ac.jp 

【資料 4】 







 

島根県立大学

マスコット

キャラクター

オロリン  

平成 29 年 4 月 12 日 

島根県立大学浜田キャンパス 

事務局企画調整室 齋藤 

TEL（0855）24-2201 

 

平成 29年度 NEARセンター市民研究員の募集 及び 

NEARセンター交流懇談の集いの開催について 

 

島根県立大学では、平成 29 年度「北東アジア地域研究センター市民研究員」を

募集しています。 

「北東アジア地域研究センター市民研究員」制度は、本学の北東アジア地域研究

センター（NEARセンター）の研究活動に広く一般市民の参加を求め、地域の研究者

や有識者との連携を強化することにより、NEARセンターの研究活動の活性化並びに

大学院教育の充実を図ることを目的として、平成 18年度に創設したもので、全国的

にも珍しいユニークな制度です。また、研究を通じて本学の地域貢献活動の一翼も

担っていただいております。 

この「北東アジア地域研究センター市民研究員」の概要等を説明させていただく

ことを主旨として、“NEARセンター交流懇談の集い”を下記のとおり開催します。 

 

  

記 

 

１．日 時  平成 29年 4月 15日（土）13：00～16：00 

       ＊平成29年4月22日(土)13:00～16:00に第2回を予定しています。 

        第 1回に参加出来なかった方もご参加できます。 

 

２．場 所  島根県立大学交流センター １階 研修室 

 

３．内 容（予定） 

 北東アジア地域研究センター（NEARセンター）についての概要説明 

北東アジア地域研究センター（NEARセンター）市民研究員制度説明 

参加者の自己紹介 

前年度市民研究員登録者の体験談 

 

 

４．その他  入場無料 

  参加申込書による申込が必要です。 

 

※本内容については本学ホームページ（下記リンク先参照）にも掲載しています。 

http://hamada.u-shimane.ac.jp/research/organization/near/ 

以上 

【資料 5】 



 

島根県立大学北東アジア地域研究センター 

地域とともに発展を目指す“開かれた研究機関” 

島根県立大学北東アジア地域研究センター（NEAR センター） 

 

《NEAR センター交流懇談の集い》を開催！ 

《NEAR センター市民研究員》を募集！ 
 

○ 市民のみなさんの興味と知識を通じて研究センターで交流しませんか？ 

○ NEARセンター市民研究員にぜひご登録ください。 

○ ２つのサロン（研究グループ）で共同研究／勉強会／読書会などを行っています。 

○ 市民研究員・大学院生・NEARセンター研究員・教員と共同研究に取り組むこともあります。 

 

「北東アジア地域研究センター市民研究員制度」のご説明をかねて、《NEAR センター交流懇談の集い》

を下記の通り開催いたします。どなたでもご参加になれます（要申込）。 

記 

○と き    第 1 回 2017 年 4月 15 日（土）13:00～16:00 

        第 2 回 2017 年 4月 22 日（土）13:00～16:00 

○ところ    島根県立大学浜田キャンパス 交流センター1 階 研修室 

○次 第    NEAR センター長挨拶、NEAR センター概要・市民研究員制度説明、 

参加者自己紹介、市民研究員の体験談など 

＊第 1 回は 12:00 から昼食会を行います(会費\1,000 当日頂きます)。ご参加ください。 

○お問い合わせ 〒697-0016 島根県浜田市野原町 2433-2 

 島根県立大学事務局企画調整室  

TEL：0855(24)2201 FAX：0855(24)2208 

E-Mail:kikaku@admin.u-shimane.ac.jp 

4月15日 

•第１回NEARセンター交流懇談の集い 
•どなたでもご参加になれます（要申込）。市民研究員への登録前のお試しに。 

•会合の前に昼食会も開催します（要申込。下記参照）。 

•まずは市民の仲間、大学院生、NEARセンター研究員、本学教員と懇談。 

•大学院生との共同研究*マッチングも始まります。 

4月22日 

•第２回NEARセンター交流懇談の集い 
•どなたでもご参加になれます(要申込)。引き続き、市民研究員登録前のお試しに。 

•大学院生との共同研究*マッチングも本格化。 

5月20日 

•2017年度NEARセンター市民研究員 第１回全体会 
•市民研究員にご登録の方を対象と致します（要申込）。 

•大学院生との共同研究申請をご希望の方は、必ずご参加ください。 

•《グループ・リサーチ・サロン》で大学院生との共同研究*マッチング完了予定。 

•共同研究申請書作成相談会を開催します（2017年度新設） 

*2017 年度「市民研究員と大学院生の共同研究」助成金の一部には、浜田市から補助金が交付 

されています。 



 

島根県立大学北東アジア地域研究センター 

NEAR センター交流懇談の集い 

参加申込書 

 

※ 以下の事項にご記入の上、郵送または FAX にてお送りください。 

 郵送先：〒697-0016 島根県浜田市野原町 2433－2  

島根県立大学浜田キャンパス企画調整室 市民研究員係 

 FAX：0855-24-2208 

※ 資料準備の都合上、誠に恐縮ですが、第 1 回は 4 月 12 日（水）までに、第 2 回は 4 月 19 日（水） 

までにご連絡頂きますようお願い致します。 

※ 住所・電話番号・E-Mail アドレスを除くお名前、あなたの興味、取り組んでみたい研究につ

いては「第 1 回 NEAR センター交流懇談の集い」の際に参加者の皆様に資料として配布する

こととしていますので、あらかじめご了承願います。 

 

 

・NEAR センター交流懇談の集いに参加します。（※参加を希望される回に○をつけてく

ださい。両日参加も可能です。） 

 

           第 1 回       ・        第 2 回 

       《4 月 15 日（土）開催》     《4 月 22 日（土）開催》 

 

○ お名前 

 

○ ご住所（〒   －     ） 

 

電話番号：               E－Mail： 

 

○ 昼食会(4/15)（会費￥1,000 円）  参加する   参加しない 

 

 

○ 北東アジアや島根県、山陰地方に関するあなたの興味をご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

○ 上記に関し取り組んでみたい研究をお持ちの方はご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 



 

島根県立大学北東アジア地域研究センター 

《2017 年度 NEAR センター市民研究員 第 1 回全体会》を下記の要領で開催します。 

大学院生との共同研究申請をご希望の方は、「市民研究員登録」をお済ませの上、ご

出席くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

記 

○と き 2017 年 5 月 20 日（土）13:00～17:00（終了時刻は予定） 

○ところ 島根県立大学浜田キャンパス 交流センター2 階 コンベンションホール 

○次 第 NEAR センター長挨拶、アカデミック・サロン、NEAR センター研究員自己紹介、市民研

究員自己紹介、大学院生自己紹介、記念撮影、グループ・リサーチ・サロンのグループ分

け及び共同研究のマッチング、施設案内（希望者） 

 

○お問い合わせ 〒697-0016 島根県浜田市野原町 2433-2 

 島根県立大学事務局企画調整室 

TEL. 0855(24)2201 

FAX. 0855(24)2208 

E-Mail: kikaku@admin.u-shimane.ac.jp 

                                                                                            

 

NEAR センター市民研究員 第 1 回全体会 

参加申込書 

 

※ 以下の事項にご記入の上、郵送または FAX にてお送りください。 

 郵送先：〒697－0016 島根県浜田市野原町 2433－2  

島根県立大学浜田キャンパス企画調整室 市民研究員係 

 FAX  ：0855-24-2208 

※ 資料準備の都合上、誠に恐縮ですが、5 月 17 日（水）までにご連絡頂きますようお願い致します。 

※ この全体会は、市民研究員にご登録なさる方にご参加いただくものです。別紙「平成 29（2017）年度 

市民研究員登録申込書」に必要事項をご記入の上、上記住所にご郵送ください。「市民研究員登録申込

書」は全体会当日にご持参いただいても結構です。 

 

 

《NEAR センター市民研究員 第 1回全体会》に参加します。 

 

 

○ お名前 

 

○ ご住所（〒   －     ） 

 

電話番号：               E－Mail： 

 

キ リ ト リ 
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島根県立大学長 清原 正義 様 

 

 島根県立大学北東アジア地域研究センター市民研究員登録を、 

              ［  新規   継続  ］ 申込みます。   

  

   申込日 ：     年   月   日   

ふりがな 

             お名前 ：                                印  

 

 
 

                  

 

《北東アジア地域研究センター市民研究員制度》ご登録にあたってのお願い 

 本制度では、市民研究員の方に、それぞれのお立場から市民研究員相互・院生の研究に

刺激を与えてくださることを期待しております。あなたの得意分野、研究関心、院生にた

いして市民ならではの視点やご経験から刺激を与えることができると思われる事柄を下

欄にご自由にお書きください。また、２つのグループ・リサーチ・サロンのうち、所属し

て活動してみたいサロンのチェック欄に印をつけて下さい（複数選択可）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グループ・リサーチ・サロンのテーマ＞ 

□北東アジア地域の歴史と文化（史資料（古文書）発掘・解読、北東アジアの言語、宗教など） 

□北東アジア地域の現在的課題（北東アジア諸国の経済関係・企業活動・外交・環境問題・福祉・

人的交流など） 

島根県立大学北東アジア地域研究センター（NEAR センター）  

平成 29（2017）年度 市民研究員登録申込書  

 

【重要】[申込み〆切について] 
登録は通年で受け付けておりますが、大学院生との共同研究への申請を考えておら

れる方は、5/20（土）までに、登録申込書をご提出ください。期日までに登録

申込書の提出がない場合、共同研究への申請はできませんので、ご注意ください。  
 

（→裏面もご確認ください） 
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※ここに記載された個人情報については市民研究員制度に係る事業について北東アジア地域研究センター

及び島根県立大学事務局により管理を行います。 

（注）記載された情報【住所・電話番号・メールアドレスの個人情報】について市民研究員全体会の案内及び

北東アジア地域研究センター各種資料の送付、その他本学に関する事業についての連絡、資料送付等に

使用することに同意したものとします。  

また、以下について登録申込書への記載情報の提供ができないものについてチェック欄に印をつけ

てください。  

□大学院生・NEAR 研究員（大学院生・市民研究員・NEAR 研究員の共同研究事業に使用します。） 

□市民研究員代表委員（グループサロン・その他市民研究員間の交流等に使用します。） 

 

ふ り が な 

氏     名  
 

生年月日（年齢） （西暦）    年  月  日  （満   歳）  性別  男・女  

現   住   所  

 

（〒   －    ）  

 

連絡電話番号  （    ）   －  F A X （    ）   －  

勤   務   先   

E-mail  

得意とする分野等 

 

 

 

 

 

これまでの社会に対する活動等 （職歴・奉仕活動・地域での活動など） 

年   月  事             項  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ＊継続して申込みをされる場合には、以前の申込内容と変更がある箇所のみ、ご記

入をお願いします。但し（注）については必ずご確認いただき、必要に応じてチェ

ック欄に印をお願いします。 

 （ 2017 年 4 月 1 日現在）  



NEARセンター 

市民研究員 
 

北東アジアに興味あり 地域の研究に興味あり 

市民研究員に登録すると… 
・市民研究員全体会参加 

・グループ・リサーチ・サロン参加 

・NEARセンターの各種研究会参加 

・メディアセンター（図書館）利用 

・学内刊行物各種贈呈 

・研究成果を年度末報告書に掲載 

などの機会をご提供 

市民研究員は何をするの？ 
⇒研究・交流活動を展開します 

☆市民研究員全体会、グループ・ 
   リサーチ・サロンに参加ください 

☆市民研究員相互に、またNEARセン 

  ター研究員や本学教員、大学院生 

  たちと北東アジアや地域の課題な 

  どを話題に気軽に語り合いましょう 

☆共同研究グループには市民研究員の中から共同研究に参画していただき 

  市民の立場からの知識を院生に与えることで、大学院教育にご協力頂きます。  

  今年度末（３月）に共同研究の成果をご報告頂きます。 

  （グループ構成：市民研究員＋院生＋研究員・教員） 
☆この共同研究は、H28年度より浜田市からも補助金を受けています。 

    5月20日には、共同研究申請書作成相談会を開催予定です。（平成29年度新設） 

市民の皆さん 

NEARセンター市民研究員 

院生・研究員・教員と        
関心分野で意気投合！ 

共同研究グループ 
を作ってください 

6月2日までに共同研究計画
書をご提出ください 

共同研究経費の一部を助成します 

 

  たとえば、 

この助成金で 

 グループで活動 

北東アジア地域へ 

研究調査 

フィールドワークや 

文献調査 

大学院生 

交流懇談の集い 

（2年度は2回開催予定: 

第1回 H29.4.15/第2回 H29.4.22） 

北東アジア地域研究センター市民研究員のイメージ 

NEARセンター 

研究員・教員 

連 

携 

市民研究員が相互に   
関心分野で意気投合！ 

２つのサロン（研究グループ）で         
共同研究？勉強会？読書会？  

茶話会？……etc. 

研究資
金獲得
の助走 

地域へ
の政策
提言 

個人研
究の深
化 

成果 

発表会 

年次 

報告書 

グループ・リサーチ・サロン  

☆各研究グループには、今年度末（1月）に活動の成果をご報告頂きます。 

  また、この際には従来通り個人の発表も受け付けます。 

選考・採択 



 

 

 

 

 

平成 29年度 公開講座の開催について（出雲キャンパス） 

１．目的・理由 

島根県立大学出雲キャンパスでは、「開かれた大学」として教育・研究における成果を広 

く地域社会に還元するため今年度も公開講座を開催いたします。 

 

２．期間 

１）出雲キャンパス公開講座：平成 29年 5月 24日（水）～11月初旬 

２）サテライトキャンパス公開講座 

・論語教室：平成 29年 4月 8日（土）～7月 31日（月）（※受講者募集は終了） 

・いずも健康市民大学：平成 29年 5月 11日（水）～12月 14日（木） 

・いきかたカフェ  ：平成 29年 5月 21日（日）～平成 30年 2月 17日（土） 

   （詳細は別添資料を参照のこと） 

 

３．会場 

・出雲キャンパス公開講座：島根県立大学出雲キャンパス 

・サテライトキャンパス公開講座：出雲キャンパスサテライトキャンパス 他 

   （詳細は別添資料を参照のこと） 

           

４．主催者 

島根県立大学出雲キャンパス しまね看護交流センター 

（後援 島根県・島根県教育委員会・出雲市・出雲市教育委員会・島根日日新聞社・エフ 

エムいずも） 

           

５．内容・対象：募集人数：別添資料を参照のこと 

 

６．申込方法・受講料 

・ハガキ・電話・電子メールなどでお申し込みください。 

・受講料は無料です。（材料費等が必要な講座もあります） 

 

７．これまでの経緯や今回の特徴など 

  平成 28 年度から、出雲キャンパスと、出雲市駅北町の「サテライトキャンパス」の２つ

の会場を拠点として、講座を開催しており、今年度も、看護領域に限らず、文化・経済等、

市民の皆様にとって興味・関心のある講座を多数開催いたします。お申し込みをお待ちし

ています。 

平成 29年 4月 12日 

島根県立大学 出雲キャンパス 

しまね看護交流センター 

担当者：安食（管理課） 

電話 0853-20-0220 

【資料 6】 











 

 

 

 

「新入生歓迎バスツアー」の開催について 

 

 島根県立大学出雲キャンパス新入学生を対象としたバスツアーを開催します。 

 出雲大社を参拝し、神門通りでまちあるきを行い、島根の歴史と文化を学びます。 

 

１．目 的 

   出雲キャンパスの新入学生はおよそ 5 割が県外出身者です。県外から来られた新 

  入学生には島根県とのご縁を深めてもらいたい、また地元出身者には地元の魅力を 

  より深く知っていただきたいと考えています。また、今回の企画がきっかけとなり、 

  学生が地域に出て、地域の皆様との交流が深まることで地域の発展に寄与できれば   

  と考えています。 

 

２．日時 

  平成 29年 4月 22日（土）8:40 ～ 13:50 

 

３．行程 

   当日はバスで大学から移動し、出雲大社周辺を巡ります 

8:40        大学集合  

9:10 ～ 10:50     出雲大社･･･観光ガイドによる境内案内のあと団体祈祷 

11:00 ～ 13:30       神門通り･･･まちあるき（150分程度 昼食・買い物） 

                                  出雲歴史博物館を見学など。 

13:50         大学着、解散  

   出雲大社の主祭神は大国主大神。『縁結びの神様』として有名ですが、因幡の白ウサギ神 

    話でも知られるように『医療の神様』でもあります。 

   医療の世界に向かって足を踏み出し始めた学生が、これからの道をまっすぐに歩んでい 

  けることを願って、出雲大社神楽殿にて団体祈祷を行います。 

   その後、神門通りおもてなし協同組合の協力により、特製の商品券を手にまちあるきを

行います。その際、【出雲大社でやってもらいたいこと５箇条】に従い、行動してもらいま

す。 

 

４．出席者・参加人数 

   4月に入学した、看護学科 1年生 87名 別科助産学専攻 18名 

   在学生、教職員 約 20名            合計 約 120名 

 

５．主催 

   島根県立大学出雲キャンパス学生生活委員会 

 平成 29 年４月 12 日 

 島根県立大学 出雲キャンパス 

 担当：植永 純弘（教務学生課） 

 電話：0853-20-0200 

【資料 7】 



平成 29年 4 月 12日 

島根県立大学（松江キャンパス） 

短期大学部・総合文化学科 

担当者：ラング クリス 

電 話：0852-20-0226 

 

 

島根県立大学

マスコット

キャラクター

オロリン

 

ABC’s of SHIMANE の発刊 

 

１．目的・理由（Why） 

英語教材本 ABC’s of SHIMANEを発刊した。 

これを、皆さんに知っていただきたいため。 

 

２．日時・期間（When） 

発行済み。(平成 29年 2月 28日) 

 

３．場所・会場（Where） 

なし 

 

４．主催者・施行者・企画者（Who） 

発行元・・・島根県立大学短期大学部松江キャンパス 

（ラング・クリス、キッド・ダスティン、小玉容子、片寄
かたよせ

メーガン（学外者）） 

 

５．内容・対象（What） 

小学校での外国語活動の必修化にともない「読む」「書く」などの技能の習得のために、使

用するアルファベットを、地域と関連の高い語（観光地、特産品、出雲神話関連の語等）から

選択し、絵を添えることで、音だけではなく、視覚で言葉の意味が理解できる形にし、簡単な

地域紹介にまで発展させられる内容も加えた教材を作成した。また、音声を含む補助教材をウ

ェブ配信することで、理解を深められるようにした。対象は小学生～中学生。 

 

６．出席者・参加人数 

なし 

 

７．参加方法・参加費・予算 

 なし 

  

８．これまでの経緯や今回の特徴など 

ABC を学ぶための教本だが、文字指導とフォニックス(発音)指導の両方で活用できる教材で

ある。また、島根県の観光地、地域の特産品、出雲神話等と関連する語を集め、発音練習がで

きるような説明、ウェブ教材を加えているので、アルファベット、発音だけでなく、島根県内

の観光関連語(句)などが習得できる。 

【資料 8】 


